
令和５年度 宮崎市国民健康保険特別会計当初予算（案）の概要

　　

　

　参考情報

　歳入歳出予算の総額　　418億1,000万円（前年度比較：＋4億4,700万円）

＜主な歳出＞

●保険給付費　297億1,572万3千円（前年度比較：＋4億4,872万1千円）
　　【増額の理由】
　　　・新型コロナウイルス感染症による受診控えの解消
　　　・前期高齢者割合の増加

●国民健康保険事業費納付金　109億6,162万1千円（前年度比較：▲5,536万9千円）
　　【減額の理由】
　　　・県の算定において、県全体の保険給付費が約38億5千万円の減の見込となったため。

●保健事業費　3億2,032万8千円（前年度比較：▲910万6千円）
　◆特定健康診査等事業費　2億3,415万9千円（前年度比較：▲687万8千円）
　　【減額の理由】
　　　・被保険者数の減少　

＜主な歳入＞

●国民健康保険税　73億441万1千円（前年度比較：▲2,622万2千円）
　◆R４年度決算見込は75億4,872万4千円
　　（R3：約80億⇒R４：約75.5億⇒R5：73.0億という減少傾向となる）
　　【減額の理由】
　　　・被保険者数の減少

●県支出金　301億2,708万4千円（前年度比較：＋4億3,496万9千円）

　◆普通交付金※　294億6370万円（前年度比較：＋4億3,957万円）
　　　※県が市町村に対し、療養の給付等に要する経費について負担する交付金
　　【増額の理由】
　　　・新型コロナウイルス感染症による受診控えの解消
　　　・前期高齢者割合の増加

●繰入金　42億8,430万6千円（前年度比較：＋2,400万4千円）
　◆一般会計繰入金　39億8,302万1千円（前年度比較：▲3,589万5千円）
　　【減額の理由】
　　　・被保険者数の減少に伴う保険基盤安定繰入金等の減少
　◆運営基金繰入金　2億9,619万4千円（前年度比較：+5,954万8千円）

●運営基金残高、基金積立額及び基金繰入額の推移●被保険者数の推移と見通し ●保険給付費の推移と見通し
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